
CCPMの良さにひかれ導入決定

2006年夏、CCPMと出会い、すぐ
に自社導入および販売代理店となること
が決まった。営業統括グループマネージ
ャ　鈴木藤夫氏も「目標を明確にする」
「プロジェクト全員でバッファを共有す
る」「あと何日で進捗管理する」など
CCPM セミナーで言われていることは、
決して難しい考え方ではなくすぐに実践
できると思っていた。

現実は厳しく導入できなかった

早速テストプロジェクトの候補として
あがったのは、「信号機操作ボード作成」
であった。予想工数は 20 人月。PM を
担当したのは 20 年以上の実績がある
敏腕マネージャで、段取り等を自分一人
で立てられる人物であった。

IT業界　医療・制御・業務アプリケーションでの取り組み

独自のＣＣＰＭ文化を形成し、チーム力をあげる
～失敗から気づく「なぜ導入できなかったのか？」～

株式会社日本アドバンストシステム　大阪事業所

他のマネージメントツールで、計画は既
に作成済みであったため、そのまま
CCPM へ置き換えて管理することにな
った。元々のソフトが 15 分単位であっ
たため、非常に細かいタスクが 107 個
つながっている段取りができあがった。
そのため敏腕マネージャの眼には、非常
に使いづらいと評価されてしまい、作成
した段取り表はお蔵入りとなった。

ツールよりも先に CCPM の考え
方を理解することが成功への近道

なぜ「信号機操作ボード作成」プロジェ
クトでは CCPM をうまく導入できなか
ったのか？
今回は、敏腕マネージャのやり方に、無

理やり CCPM をあてはめようとしたた
め、CCPM のメリットをうまく活かす事
ができなかったからではないだろうか。
そこで、まずCCPMの考え方を理解す
ることが成功の近道と考え、チームリー
ダーへの啓蒙活動を実施した。具体的に
は CCPM の勉強会や打合せを頻繁に
行った。またリーダーの不安を取り除く
ため、導入後の支援項目をアピールし新
たな作業項目が増えるわけではない事
を理解してもらった。
結果、医療・制御・業務アプリケーシ

ョンの３チームにて、CCPM をテスト導
入することになった。

簡単そうに思えた CCPM の導入だが、予想以上に現場からの反発が多かった。成功・失敗の
事例を通じて、独自の対策をうち、徐々に起動に乗りつつある。最終目標はチーム全員が衆知を
集めて問題を解決でき、チャレンジ精神を醸成すること。

導入事例集

営業統括グループ マネージャ　鈴木藤夫氏

医療チーム：
赤バッファは正しかった

民間病院に既に導入されている電子
カルテシステムをハード面のバージョン
アップに伴いソフトの変更を行うという
プロジェクト。メンバーは、ベテラン SE
と若手PGの2名だった。
早速 ODSC とネットワーク作成をし

たところ、計画段階で赤バッファであるこ
とがわかった。早期から赤バッファと意識
していたので、休日出勤をタイミングよ
く実施できた。結果、ぎりぎりながらも納
期を守ることができた。
「赤バッファはやはり正しかった。効率
よくできたので、休日出勤を最小限にく
いとめることができた」と担当 SE は語
っている。

制御チーム：
20 年の経験がなくてもアラーム
を感じることができた

バス停の表示案内ソフトの構築をする
プロジェクト。今回より端末が新しくなる
ため、ハード対応も必要という案件だっ
た。メンバーは、ベテラン SE、ミドル
SE、若手PG2名、計4名という構成だ
った。
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医療チームと同様に計画を作成したとこ
ろ、赤バッファを越えて、すでに納期が間
に合わないと予測された。さらに、会議を
するたび前提条件が何度も変更されて、
なかなか要件がきまらない状況だった。
結果的には、かなり厳しいプロジェクト

だと分かったので、慣れていない
CCPM ツールは使わずベテラン SE の
指示で対応し、ぎりぎり納期に間に合っ
た。「20年の経験がなくてもアラームを
感じることができた。」と若手 PG は語
る。

業務APチーム：
対策がうてなかった

信号制御機に入力するための特殊フ
ァイル発行のプログラムを作成するプロ
ジェクト。メンバー構成は、ベテラン SE
と色々な世代の PG をあわせた計 5 名
であった。

計画段階で、黄色バッファであったのを

調整し、緑色バッファにしてスタート。進
捗も週１回の会議と毎日の朝会で実施
し、順調にスタートできた。
しかし、コストは計画通りだったが、納期
は当初の計画には間に合わず、変更後の
計画はなんとか死守できたという結果だ
った。赤バッファになっても（図参照）、具
体的な対策をうつことができなかったた
めだ。業務 AP は日数が見積もりにくい
作業が多いので、今後は大日程のみで管
理せず、マイルストーンごとの中工程で
CCPMの管理を実践していく予定だ。

今後は独自の CCPM 文化を築い
ていく

３つの事例を振り返ってみて、全体的
に教科書通りの導入を求めすぎてしまっ
たと反省している。もっと現場にあわせ
て、導入手法をカスタマイズしたほうが
よかった。
一方で、マネジメントに興味をもつメ

ンバーが増え、ベテランのやり方を自分
なりに置き換える若手が増えたというメ
リットもあった。
CCPM の導入をプロジェクトとする

ならば、そのゴールは２つ。１、チームで
情報を共有し、衆知を集めて問題を解決
する習慣ができること。２、スケジュール
に関するチャレンジ精神を醸成できるこ
と。専務取締役　中村文彦氏は、IT 業界
の先駆者として進めていきたいと語って
いる。

株式会社 日本アドバンストシステム

http://www.nasbi.co.jp/

● 所在地：東京都品川区西五反田2-12-3
● 設 立：1978年11月30日
● 資本金：1億円
● 社員数：219名

独立系の特色を生かし、ＷＥＢ／モバイルアプリケ
ーション・ネットワーク事業・医療システムなど、
様々な分野でＩＴソリューションを提供しています。
近年は、ＩＴ化の進む大規模病院の電子カルテシス
テム、処方箋オーダーシステムや、電化製品などへ
組み込むエンベデッドシステムなどで高い評価を
得ています。

導入事例集

業務APチームの進捗傾向グラフ

専務取締役　中村文彦氏
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CCPMソフトウェア

東京都新宿区西新宿7-2-4　新宿喜楓ビル7階
TEL : 03-5348-3596
E-mail : info-ccpm@beingcorp.co.jp

http://www.toc-ccpm.net


